
楽農学校ＯＢ会だより 

 第５3号２０２６年４月号 

「半農半Ｘ（エックス）」体験について 受講生のふりかえり 

半農半 X「施設野菜コース」 

出逢い 

中学 1年生 久保 花道 

 小学校 6 年生の時、母に勧められて初めて農業に出会った。畝立ての日は特に暑くて「こ

んなんが続くんやったら辞めたいなぁ・・」と思ったのを覚えている。 

 でもたった数日で形を変え、どんどん成長する野菜たちを見ていると「ちゃんと世話をし

て美味しい野菜を家族と食べたい」という気持ちが出てきた。 

 中学校 1 年生になって半農半Ｘの施設野菜コースでめちゃくちゃいいメンバーに出逢っ

た。僕一人では何もできないけど、みんなとだから頑張れた。夏場のハウスは蒸し風呂みた

いで精神も体力も削られた。その中でのトマトの支柱立てはホンマにキツかった。 

 ハウスでの野菜管理は思ったより大変で、毎日朝夕の開閉作業に水やり。行けない僕の分

もメンバーが当番を決めて欠かさず行ってくれた。特にトマトとメ

ロン作りが楽しかった。メロンの受粉と玉吊りした後の摘果は必要な作業だけどちょ

っとかわいそうだった。 

 自分達で収穫・出荷・販売する喜びを知れたことは大きい。この先も農業に携わり

たいと思うきっかけになった。まだ具体的な形は見えないけど、これからも農業につ

いて色んな方向から学んでいきたいと思う。 

 

たくさんの出逢いに感謝します。 

ありがとうございました。 

 

半農半 X「果樹コース」 

人を笑顔にする美容、暮らしを支える不動産、自然と向き合う農業 

田口 諒 

半農半 Xを通して学んだのは、農業は一人で完結するものではなく、仲間

や地域とのつながりの中で育っていくということです。作業を共にする中で

支えあい、知恵を出し合う時間は、何よりも価値のある経験でした。特に心

に残っているのは熱い夏場、仲間と共に汗を流した時間です。一人では大変

な作業も、声を掛け合えば前に進める。その経験は、今後どの仕事をする上

でも支えになります。 

果樹コースでは、多種多様な果樹を管理・勉強させていただきました。 

どれも初めて触れるものばかりでしたが、先生を筆頭に詳しく果樹の基礎から教えていただいたおかげで、育て

たい作物とも出会う事が出来ました。 

私は今年の１月より果樹コースの仲間３人で神出観光ぶどう園の一部エリアを担当し、ぶどう栽培に取り組みま

す。まずは目の前の区画を責任もって管理し、小さくても確実な一歩を積み重ねていきたいと考えています。 

将来的には志を同じくする仲間を集め、自分たちのぶどう園をつくる事が目標です。そして農業だけではなく、



美容と不動産の仕事も続けながら、半農半 Xという生き方を実現したいと考えています。 

人を笑顔にする美容、暮らしを支える不動産、自然と向き合う農業。この３つを両立させながら、自分らしい

バランスで挑戦を続けていきます。 

 

半農半 X「水稲コース」 

農を学び、体験、いざ実践へ 

 小林 佑次 

昨年、初めて地元で水稲に取り組むことになり、できるだけ早く技術を習得したい

と考え、本コースに通うことになりました。水稲について一連の流れで学ぶことがで

き、自分にとって貴重な経験となりました。 

 

実習で特に印象に残っているのは、歩行型田植機での作業です。真っ直ぐ歩くこと

も難しく、実際に体験してみて非常に大変な作業であることを実感しました。また、

植え付けの間隔が空いてしまった部分では雑草が生えやすく、田植えの技術がその後

の管理作業に影響することも分かりました。 

 トラクターなど農業機械の操作方法に加え、作業時の注意点についても理解を深め

ることができました。各工程を実際に体験しながら学ぶことで、これまで曖昧だった点や疑問に感じていた部分

を整理することができました。 

また、育苗や田んぼで稲の生育状況を確認しながら、病気や雑草の発生状況、雑草の種類や対応について説明

を聞くことができた点も勉強になりました。自分の田んぼと学校の田んぼの状態を、雑草の様子や生育状況な

どを通して 

見比べることができ、日頃の管理方法を見直す参考になりました。  

さらに、マルシェへの出店を通じて販売ルールを学び、売る側として参

加し、実際にお客さんの反応を感じることができたことも良い経験となり

ました。 

 

本コースで得た経験や学びを、今後のお米作りにしっかりと活かしてい

きたいと思います。技術・経験を積み重ねながら、少しずつ規模を拡大し

ていきたいです。 

学校課 

 「がんばってます！」 会員の農場紹介 

甲山ブルーベリーファーム（西宮市） 原田 健助（70歳）（神戸市東灘区） 

就農コース 15期（2019年 8月修了） 

 ←農園ホームページにリンクします 



「小さな農地でも収益を上げられる農業を目指して」 

 

2019年 8月に就農コース 15期を卒業。卒業直前に巡り合った現在の農地（西宮市）

で同年秋から農園構築に着手しました。巡り合った農地は当初想定していたより大幅

に小さく（800 ㎡）、当時の新規就農時の最低農地面積条件の１反以上（西宮市の場

合）に届かず、「これでは農業委員会の承認も得られない？」と思った程でした。とこ

ろが、地主さんから「ここ西宮市鷲林寺地区は特例で最低面積 500㎡以上でＯＫなの

だが、どうだ？」と言われたのでした。 

想定外の「小さな農地」を前に、どうすれば世の中に価値提

供できる農業ができ、その対価として収益を上げ持続可能な

農園とする事ができるか考えた末に、ブルーベリー観光園を起ち上げる事にしました。

市民がハイキングや森林散策など自然と触れ合いに来るエリアで、市街地に近く、観光

園に有利な立地であった事、栽培品質を安定させる事ができる養液栽培と自動潅水で省

力化できる点が、ワンオペ農業を目指していた私の条件に合いました。また果樹は一年

間のサイクルで栽培作業を循環させ、剪定や誘引も数年先を見越して行うなど、じっく

り考えながら、そして試しながら進める事ができる点が自分に向いていると思ったので

した。 

元の畑を平らに均して鎮圧し、全体を防草シートで覆って防風ネットで囲み、栽培ポットを設置して潅水ホース

を巡らせました。翌年春に苗を定植し、2021 年夏にプレＯＰＥＮ、2022 年夏にグランドＯＰＥＮし、今年で苗

定植から 6回目の夏を迎えるブルーベリー観光園となりました。 

現在、圃場では 50品種・250本を栽培しています。ブルーベリー狩り専業の農園としては日本で一番小さい規模

の農園ですが、農園のキャパに応じた多過ぎない集客を心がけ、お客様一組ずつの満足

度を高める「おもてなし農園」を目指しています。 

ブルーベリーの収穫期は 6月中旬から 8月が中心ですが、当園では品種選択を工夫して

9月中旬まで営業しています。一度に 2組様までの貸切り完全予約制で、「その日の完熟

果実」をご案内する園内ガイド方式のブルーベリー狩りを行っています。 

ブルーベリーは収穫が難しいフルーツです。同じ品種で同じ樹でも、ランダムに熟して

きますし、色付いても本当の完熟までは更に数日かかります。お客さまと一緒に園内を

歩き完熟の見極め方を教え、品種の解説をしながら品種ごとの味や風味の違いを味わっ

て頂いています。 

プレＯＰＥＮの年は 100人程度だったお客さまも、毎年順調に増え昨年は 800人となりました。ブルーベリーの

樹も大きくなり 1本当りの収量も増えたので、集客 1000人を目指しています。 

西宮市の「ふるさと納税返礼品」にも「西宮市で体験できるサービス」として採用さ

れています（3月末現在はシーズン前の為「受付終了」表示になっています）、よろし

かったらご利用下さい。 

楽農生活センター就農コースを卒業し、非農家から新規就農して今年で 7 年目。ここ

数年は農園への問合せやご要望に応じて「ブルーベリー観光園立上げのコーチング」

「新規就農のコーチング」なども行っています。兵庫県就農支援センター様からのご

依頼で「農家インターンシップ」も毎年 3～4人お受けしています。インターンシップ

では農園作業体験に加えて、毎回１時間程度の座学も行っています。ブルーベリー栽

培のノウハウに加えて、農業という新しい世界へ踏み出す事を検討している人の「考え方の整理方法」などをコ

ーチングしています。 

前職経験も含め自分がやってきた事をベースに説明していく事は、自らの農園経営を振り返り、そして明日を考

える事にも、とても役立っています。 



連載 第４回 有機「BLOFブロフ理論」について   五島隆久 

Beyond Organic (点から線に、線から面にオーガニックを広げよう！) 

生態系調和型農業理論 ＢioLOgical  Farming 

植物は、光合成によってセルロースやたんぱく質の原料になる炭水化物を合成しています。 

BLOF有機栽培では、根からも炭水化物を吸収させることになります。 

第二の太陽とは、炭水化物（CHO）やアミノ酸（CHO-N）を土中から吸わせることになるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

すると、葉、根、果実などの本来の体作りに炭水化物やたんぱく質を使う以上に余剰の炭水化物やたんぱく質が

生産されます。余剰の炭水化物は、植物細胞しか持たない細胞壁をより強固なものに仕上げます。さらに、クチ

クラ層を形成し、表層ではワックスとなって病害虫から植物体を守ることになります。よって、農薬を必要とし

ないわけです。 

 

        てかりのある葉を作れたら高品質＆多収穫が保証されます。 

 

糖度、硝酸態窒素、ビタミンＣ、抗酸化力の 4点が評価されます。 

高得点を獲得した野菜が受賞対象となります。 

 

文・写真 五島隆久 

   

           
      

      

   
    

   

   

     
      

   

              

   

   

   

   

 
 
 

 
 
 

                

        

     

                             

                    

                       
                       
                



楽農学校 OB会 研修会の報告 

下記内容で、R8 年 3 月学校課と OB 会の共催で、A 研修室で農文協の担当者の方を招いて野菜づくり名人のコツ

とワザを伝授していただきました。 

 

DVD「野菜づくりのコツと裏ワザ」の上映 

農家が考える異常気象対策 

品種や蒔き時の見直し、今話題の「バイオスティミュラン 

ト」の活用 など 

 

 

楽農学校 OB会 施設見学会 

楽農学校 OB 会 「施設見学会」のご案内 

 

■農場・施設の視察 

 日にち：5月16日(土) 

 視察先：環境配慮型農園「エコファーム（㈱コープエコファーム）」 

     食品残渣たい肥工場「コンポストファクトリー（大栄環境㈱）」 

 

 ※上記行事の内容詳細と参加申し込み方法は別添の「ご案内」でご確認願います。 

 

 

楽農学校 OB会専用 マッチングサイト＆インターンシップのご案内 

楽農学校 OB 会員向けの農作業マッチングサイトのご案内。 

 

楽農学校を修了して就農したものの人手不足に悩んでいる人と、楽農学校

を修了して就農はしていないけど、もっと農業に携わりたい・自分の農業

スキルを活かしたい・修了生の下で農業研修を受けたい人とを結びつける

マッチングサイトです。 

このマッチングサイトの特徴は、求人する側も働き手側もお互い“楽農学校の修了生”という点です。 

お互いが修了生同士という繋がりのある職場で働くことができます。 

農作業マッチングサイトはこちらをご覧ください。 

https://rakunouob.sakura.ne.jp/blog/?page_id=1292 

 

マッチングサイトに掲載したい農家も随時募集しています。 

掲載を希望される方は楽農学校 OB 会(rakunouob@rakunouob.sakura.ne.jp)までメールでお問い合わせください。 

掲載料は無料です。 

 

 

修了生農 修了生・現 

https://rakunouob.sakura.ne.jp/blog/?page_id=1292


令和 8年度 兵庫楽農生活センター 職員配置表     R8/4/1～ 

公益社団法人 ひょうご農林機構  兵庫楽農生活センター 

所

属 
職   名 

氏     名 

8年度 7年度 

センター長 小舟 博文 岩見 昌典 

楽

農

学

校

課 

楽農学校課長 尾田 顕子 山口 岳人 

就農専門員 岡本 隆晴 岡本 隆晴 

副主任 橋本 貴一朗 橋本 貴一朗 

非常勤嘱託員 

(研修技術担当) 
是兼 孝一 是兼 孝一 

非常勤嘱託員 

(研修補助担当) 
水田 泰徳 水田 泰徳 

非常勤嘱託員 

(管理·庶務担当) 
藤原 啓子 藤原 啓子 

非常勤嘱託員(指導員) 高尾 淳 高尾 淳 

非常勤嘱託員(指導員) 青山 喜典 青山 喜典 

非常勤嘱託員(指導員) 大貫 康幸 大貫 康幸 

非常勤嘱託員(指導員) 唐木 利広 唐木 利広 

非常勤嘱託員(指導員) 栗山 勝美 栗山 勝美 

非常勤嘱託員(指導員) 笹倉 勝彦 笹倉 勝彦 

兵庫楽農生活センター LINE公式アカウント 

https://page.line.me/ksm7836a?openQrModal=true 

〒651-2304 
神戸市西区神出町小束野 30-17 楽農生活センター 
楽農学校課「楽農学校 OB会」 
 
電 話  ： ０７８－９６５－２０４７ 
ＦＡＸ  ： ０７８－９６５－２６５９ 
メール  ： rakunouob@rakunouob.sakura.ne.jp 
ホームページ: https://rakunouob.sakura.ne.jp/blog/ 

編集後記 

 

寒い冬が過ぎればもう夏野菜の準備が始まります。 

暑さ・虫・獣・鳥達・病気との戦いが始まります。 

ご自身の健康を大事に頑張りましょう。 

 

 

 
 

https://page.line.me/ksm7836a?openQrModal=true
mailto:rakunouob@rakunouob.sakura.ne.jp
https://rakunouob.sakura.ne.jp/blog/

